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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月1日(2010.7.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を含む表示パネル；
　１画素当たりn＋kビットの第１映像信号を外部から受け、前記第１映像信号の下位nビ
ットから第２映像信号を構成し、１フレームを2k個のサブフレームに分けて前記第１映像
信号の上位kビットに基づいてサブフレームを選択し、選択された各サブフレームに前記
第２映像信号を出力する信号制御部；及び、
　前記第２映像信号に基づいてデータ電圧を選択し、前記データ電圧を目標の画素に対し
て印加するデータ駆動部；
を有するディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記第１映像信号の上位kビットが１０進数値mを示す場合、前記信号制御部が（m＋1）
個又は（2k－m）個のサブフレームを選択し、それらのサブフレームに前記第２映像信号
を出力する、請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記信号制御部が、前記第２映像信号を出力するサブフレームを、各フレームに含まれ
ている最後又は最初のサブフレームから順に選択する、請求項１に記載のディスプレイ装
置。
【請求項４】
　前記信号制御部が、選択から外されたサブフレームを連続させる、請求項１に記載のデ
ィスプレイ装置。
【請求項５】
　前記信号制御部による選択から外されたサブフレームでは、前記データ駆動部が前記表
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示パネルの各画素にブラック又は所定の階調のグレーを表示させる、請求項１に記載のデ
ィスプレイ装置。
【請求項６】
　前記第２映像信号のフレーム周波数が60Hzである、請求項１に記載のディスプレイ装置
。
【請求項７】
　前記表示パネルが、第１基板、第２基板、及び前記第１基板と前記第２基板との間に挟
まっている液晶層、を更に含み、
　前記液晶層がＯＣＢ液晶を含む、
請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項８】
　１画素当たりn＋kビットの第１映像信号を外部から受ける段階；
　前記第１映像信号の下位nビットから第２映像信号を構成する段階；
　１フレームを2k個のサブフレームに分け、前記第１映像信号の上位kビットに基づいて
サブフレームを選択し、選択された各サブフレームに前記第２映像信号を出力する段階；
及び、
　前記第２映像信号に基づいてデータ電圧を選択し、前記データ電圧を目標の画素に対し
て印加する段階；を有するディスプレイ装置の制御方法。
【請求項９】
　前記第１映像信号の上位kビットが１０進数値mを示す場合、（m＋1）個又は（2k－m）
個のサブフレームを選択し、それらのサブフレームに前記第２映像信号を出力する、請求
項８に記載のディスプレイ装置の制御方法。
【請求項１０】
　前記第２映像信号を出力するサブフレームを、各フレームに含まれている最後又は最初
のサブフレームから順に選択する、請求項８に記載のディスプレイ装置の制御方法。
【請求項１１】
　各フレームで、選択から外されたサブフレームを連続させる、請求項８に記載のディス
プレイ装置の制御方法。
【請求項１２】
　選択から外されたサブフレームでは、前記表示パネルの各画素にブラック又は所定の階
調のグレーを表示させる、請求項８に記載のディスプレイ装置の制御方法。
【請求項１３】
　前記第２映像信号のフレーム周波数が60Hzである、請求項８に記載のディスプレイ装置
の制御方法。
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